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● 当センター職員が学会にて研究成果を講演・発表しました。  

 演   題 発表者 大 会 名 期 間 

(1) 基調講演「愛知の酒について」 伊藤彰敏 
第 75 回農業農村

工学会京都支部

研究発表会 
H30.11.7 

(2) シンクロトロン光を利用した愛知県酵

母 FIA2 からの尿素非生産性株の取得 三井俊 平成 30 年度日本

醸造学会大会 
H30.10.10
～11 

(3) 生菓子製造工程における微生物菌叢の

MALDI-TOF MS による解析 日渡美世 日本防菌防黴学会

第 45 回年次大会 
H30.11.13
～14 

(4) 
麹菌の酸性ホスファターゼ A 遺伝子の

破壊および高発現が醤油醸造に及ぼす

影響 

安田庄子 

第 18 回糸状菌分

子生物学コンファ

レンス 

H30.11.15
～16 

 

●包装食品技術講演会・研究会が開催されます。  
 第 212 回講演会、第 163 回研究会（主催：包装食品技術協会、共催：あいち産業科学技

術総合センター食品工業技術センター）が開催されます。 
１ 日 時  平成 30 年 12 月 6 日（火）13:00～16:35 
２ 場 所  あいち産業科学技術総合センター食品工業技術センター 大研修室 
３ 演 題  講演１ 「微生物微小コロニー検査装置のご紹介 ～HACCP 義務化に向

けた「食品・飲料品用微生物迅速検査装置～」   

            株式会社槌屋 技術開発本部 新製品開発センター 

海谷 慎一 氏 

講演２ 「食品包装材料の法規制の最新動向 ～国による PL 制度化の進

捗状況と今後の見込み、及び企業の対応～」 

            日本包装専士会 顧問（元会長） 西 秀樹 氏 

４ 定 員  先着 60 名 

５ 参加費  会員 無料（3 名まで）、非会員 1 名につき 5,000 円 

６ 申込先  包装食品技術協会 事務局 〒451-0083 名古屋市西区新福寺町 2-1-1 
       あいち産業科学技術総合センター食品工業技術センター内 
       TEL 052-521-1320 FAX 052-521-1323 
       E-mail  hs_techassoc@aioros.ocn.ne.jp 

今月の内容 ● トピックス 

● 技術解説「試料観察型熱分析装置による試験例－PET 樹脂の

熱収縮の測定－」  

ト ピ ッ ク ス 

２０１８年１１月号 

mailto:hs_techassoc@aioros.ocn.ne.jp
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１．はじめに 

平成 28 年度に試料観察型熱分析装置とし

て示差熱天秤（TG-DTA: Thermogravimetry 
- Differential Thermal Analysis）と、示差

走査熱量計（ DSC： Differential Scanning 
Calorimeter）が当センターへ導入されまし

た（食品工業技術センターニュース 2016 年

12月号をご参照ください）。これらの装置は

熱分析を行いながら試料の形状を観察、撮影

することが可能です。また、観察試料の任意

の 2 点間の測長を行うことができます。今回

はその測長機能を用いた試験例を紹介します。 

２．試験の目的：ペットボトルを使ったパッ

ククッキングは可能なのか？ 

地震や風水害など、災害の発生時には限ら

れた水や燃料を用いて調理を行うことが求め

られます。近年、耐熱性のポリ袋に食材を入

れ、袋ごと鍋で煮るパッククッキングが水や

燃料を効率的に利用する方法として注目され

ています。しかし、これらの耐熱性のポリ袋

が入手できなかった場合や、使い切ってしま

った場合に、普段から身近にあり、災害時の

飲料水として配布されることも多いペットボ

トルで応急的に代替することは可能なのか、

検証を行うことにしました。 

ペットボトルに熱湯を入れると収縮変形す

ることが知られています。これは、ペットボ

トルの製造方法が小さなボトルを風船のよう

に膨らませて製造することによるものです。

つまり、ガラス転移温度（75℃付近）でポリ

エチレンテレフタレート（PET）樹脂の結晶

化度の低い部分の流動性が回復し、膨張させ

た残留応力が残っている部分がもとの状態に

戻ろうとして収縮を起こします。 

ペットボトルには常温充填用の飲み口が透

明なタイプの容器（図 1）と、ホット充填用

の飲み口が白色の容器（図 2）があります。

ホット充填用容器は結晶化度を高める処理が

行ってあり耐熱性が高く、収縮変形しにくい

とされています。 

そこで、常温充填用ペットボトルとホット

充填用ペットボトルが、どのくらいの温度で

どのくらい収縮するのか、また、調理のよう

に長時間熱湯にさらされる場合に、時間によ

って収縮は進行するのか試験を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．PET 樹脂の熱収縮の観察 

常温充填用ペットボトル、ホット充填用ペ

ットボトルから試験片を切り出し、試料観察

型 DSC を用いて昇温時の熱収縮、及び一定

温度で保温した時の熱収縮を観察しました。 

昇温時の収縮観察では、鍋の側面や底面に

軽く接触する状態を想定し、30℃から 120℃
まで、毎分 5℃ずつ昇温し、観察を行いまし

た（図 3）。常温充填用ペットボトルではガ

ラス転移温度の 75℃付近から収縮が始まり、

120℃では対角長で 30℃の約 81％まで収縮し

ました。ホット充填用ペットボトルでは 95℃
付近から収縮が始まり、120℃では 30℃の約

90％まで収縮しました（図 4）。 

高温保温時の収縮観察では、常温充填用ペ

ットボトルでは、収縮が始まった直後の温度

（80℃）、ホット充填用ペットボトルでは熱

湯に投入して調理した場合の温度（100℃）

にそれぞれ 20 分間保温して測定を行いまし

た（図 5）。どちらのペットボトルも、保温

状態では昇温時に生じるほどの大きな収縮は

生じないことが分かりました。以上の結果、

ホット充填用ペットボトルであれば、パック

クッキングの温度、時間（例：炊飯：100℃
で 20 分）に耐えうる収縮変形に収まるであ

ろうと推測されました。 
 

  試料観察型熱分析装置による試験例 

－PET 樹脂の熱収縮の測定－ 

図 1 常温充填用ペットボトルの飲み口 

図 2 ホット充填用ペットボトルの飲み口 

白色であるのは熱処理によって PET の結晶

化度を高めているため。 
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４．おわりに 

今回の試験はあくまでも、ペットボトルの

熱収縮に関する試験になります。実際の調理

では調味料や油脂などが使われるため、高温

で長時間使用した場合には PET 樹脂に何ら

かの影響を及ぼす可能性もあります。これら

の検証についても今後順次行っていく予定で

す。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保蔵包装技術室：半谷朗 
研究テーマ：MALDI-TOFMS を用いた酵母の迅速同定の検討  
担当分野   ：農産加工食品  

図 3 常温充填用ペットボトル 昇温測定例 
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図 4 ペットボトルの収縮率（昇温測定） 

図 5 ペットボトルの収縮率（保温測定） 
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